
令和７年度太陽とみどりの里重点事業報告 

尼子苑のＷiＦi 環境を整備し、インカムを導入した。また、尼子苑が生産性向上に取り組むモデル事業所に採択され、介護現場革新サポー

トセンターの助言指導を受け、ＩＣＴ機器との組み合わせにより、業務の効率化を図ることで少人数でも十分な介護サービスが行える体制を

検討し、業務改善を図る取り組みを進めている。 

年度末で廃止したヘルパー事業については、近隣事業所の協力により、利用者の移行を完了することができた。 

事業運営状況は、尼子苑・グループホームで入院や入所可能な待機者の減少により満床とならない状態が⾧く続き、さらにコロナ感染の影

響もあり、施設・居宅サービス全体の延べ利用者数は前年度比約７％の減となり、収支がマイナスとなる厳しい決算となった。 

中⾧期事業計画については、引き続き策定に向けて調査検討を行った。職員確保は相談会等に参加し、募集説明を行うと共にハローワーク

や民間求人サイトを活用して採用募集を行った。若干の採用はあったが、職員の充足には至らなかった。 

項目 実施計画 実施状況 

１．中⾧期事業計画の策定 ・法人の将来に向けた運営方針及び施設設

備等の整備計画の調査、検討 

・老朽化する施設や設備の更新及び修繕の対象となる案件の抽出を

行うとともに、将来の安来市の高齢者人口の推移等も含め、中⾧期

事業計画の策定に向けて調査検討を行った。 

２．職員確保 ・求人情報の発信、求人サイトの活用及び

職員定着のための体制の整備 

・近隣の高等学校へ訪問し、新規採用の募集説明（7/4） 

・福祉職場相談会に参加（7/25）（11/21） 

・介護労働講習受講者事業所説明会に参加（7/30） 

・ハローワーク以外の求人サイトへの職員募集（インディードリク

ルートパートナー、ジョブメドレー、エアワーク、福祉のお仕事） 

・職員紹介制度による職員採用（正規職員１名、パート職員 2 名） 

・やすぎカイゴヒーロー図鑑に尼子苑の若手職員掲載 

・令和７年度介護人材確保育成に係る意見交換会（10/28） 

・やすぎ暮らしサポートセンターの企業紹介サイトへの登録 
 



令和７年度 事業報告書 

事業所名 法人事務局 

項目 実施計画 実施状況 

Ⅰ 重点目標 

 

 

 

 

① 中長期事業計画の策定 

 

 

② 職員確保 

 

・老朽化する施設や設備の更新及び修繕の対象となる案件の抽出を行うとともに、将来の安来

市の高齢者人口の推移等も含め、中長期事業計画の策定に向け調査検討を行った。 

 

・近隣の高等学校へ訪問し、新規採用の募集について説明とお願いを行った。（7/4） 

・福祉職場相談会に参加した。（7/25）（11/21） 

・介護労働講習受講者事業所説明会に参加した。（7/30） 

・ハローワーク以外の求人サイトへ採用募集を行った。（インディードリクルートパートナー、

ジョブメドレー、エアワーク、福祉のお仕事） 

・職員紹介制度による職員採用（令和 7年 9月末：正規職員 1名、パート職員 2名） 

・やすぎカイゴヒーロー図鑑に尼子苑の若手職員を取り上げてもらった。 

・令和７年度介護人材確保育成に係る意見交換会（10/28） 

・やすぎ暮らしサポートセンターの企業紹介サイトへの登録。 

Ⅱ 業務目標 ① 計画的な理事会・評議員会の開催 

 

 

 

② 監査会の開催 

 

③ 法人運営会議の開催 

 

④ 事業所移転に係る情報収集及び調査、検討 

 

⑤ 計画的な設備更新の検討 

 

・理事会 3回、評議員会 3回を開催した。 

 

・評議員選任・解任委員会を開催した。 

 

・監事による業務と会計についての中間監査及び決算監査を実施した。 

 

・法人運営会議を 8回開催した。（5 月、7月、8月、9月、10 月、11 月、12 月、3月） 

 

・重点目標と同じく 

 

・重点目標と同じく 

 



項目 実施計画 実施状況 

⑥ 職員確保及び定着のための体制整備 

 

 

 

⑦ 介護職員等に対する処遇改善の継続 

 

 

⑧ 的確な経営状況の把握と内部牽制体制の確

立及び適切な財務管理と会計処理の実施 

 

 

⑨ 適正な労務管理の実施 

 

 

 

⑩ 介護報酬、ICT に関する情報収集、体制整備

等各事業所との連携 

 

 

 

 

 

 

⑪ 経営透明性の確保 

 

 

 

・重点目標と同じく 

・民間の求人サイト担当者等から、求人サイトへの有効な掲載方法及び活用方法の指導を受け

た。 

 

・令和 7 年度処遇改善計画に基づき、引き続き月額賃金改善のため処遇改善支援手当を支給し

ている。また、処遇改善一時金を 9月（前期）及び 3 月（後期）に支給した。 

 

・毎月の税理士事務所による会計指導により、正確な月次決算に努め経営状況を把握した。ま

た会計責任者と出納職員を別に配置し内部牽制を図った。 

・内部経理監査委員による内部経理監査を実施した。 

 

・毎月の社会保険労務士事務所による労務管理指導により、法令に基づいた適正な労働契約の

締結等を行った。 

・社会保険労務士と協議し、就業規則、給与規程の改正を行った。 

 

・介護報酬に関係する問い合わせを行政に行い、関係事業所へ情報提供を行った。 

・尼子苑にＷiＦiを設置し、施設内全範囲でＩＣＴ機器が使用できるよう整備した。 

・尼子苑が生産性向上に取り組むモデル事業所に採択され、介護現場革新サポートセンターの

助言指導を受け、ICT との組み合わせにより、業務の効率化を図ることで、少人数でも十分な

介護サービスが行える体制を検討し、業務改善を図るため取り組みを進めている。 

・2月 20日に行われた生産性向上モデル事業所成果報告会で、尼子苑での取り組みについて事

例発表を行った。（県下 6事業所） 

 

・法人ホームページを利用し財務諸表等を開示した。また、閲覧に供するため財務諸表等関係

書類を法人事務局へ備え置いた。（開示日 6月 26 日） 

・広報誌第 63号を 7月に発行し決算状況等の情報発信を行った。 

・（独）福祉医療機構が運営する福祉・保険・医療の総合情報サイトへ決算状況を開示した。 



項目 実施計画 実施状況 

⑫ 福利厚生センター事業の積極的な活用 ・福利厚生センター事業を活用し健診助成を行った。 

・福利厚生センター事業を活用し会員交流事業に参加した。（職員 6名及びご家族） 

・永年勤続表彰等の対象者 25 年：3 名 20 年：1 名 15 年：4名 10 年：6 名 

Ⅲ 能力開発

目標 

① 役員等の経営者研修及び人権同和研修への

参加 

② 適正な法人経営に向け、監事等の監査関係研

修への参加 

③ 各事業所が参加する法人内研修の実施 

 

 

 

 

④ 研修等の受講により会計実務の習得に努め

る。 

⑤ 労務管理の十分な知識取得に努める。 

 

⑥ 法人窓口として接遇向上を図る。 

・令和 7 年度安来市企業等同和問題研修会への参加：職員 1名（8月 28 日） 

 

・令和 7 年度社会福祉法人指導監査説明会への参加：監事 1名、職員 1 名（7月 10 日） 

 

・ＢＣＰ（原発）内部研修実施：参加者１１名（8月 29 日） 

・腰痛研修：参加者１８名（12 月 2 日）  

・接遇・マナ－研修（アンガ－マネジメント研修）：参加者１２名（12 月 15 日） 

・高齢者虐待防止研修：参加者９名（1月 29 日） 

 

・令和 7 年度社会福祉法人会計実務研修への参加：職員 1名（7月 24 日） 

 

・社会保険労務士との連絡を密にし、労基法等に沿った労務管理に努めた。 

 

・毎朝のミーティングにおいて、事務局内で来苑者等の情報を共有し、接遇等の向上に努めた。

接遇等による苦情やトラブルはなかった。 

 



令和 7 年度 理事会・評議員会・監査会等に関する事項 

 

 

〇理事会に関する事項 

開催日 出席数 議案等 結果 

令和７年６月１０日 

第１回 通常理事会 
８名 

第１号議案  役員・評議員等の報酬並びに費用弁償に関する規程の一部改正について 

第２号議案  役員等退職慰労金支給について 

第３号議案  令和６年度事業報告及び計算書類、財産目録の承認並びに監事監査報告について 
第４号議案  令和７年度第１次補正予算（案）について 
第５号議案  新役員（理事・監事）候補者の推薦について 
第６号議案  評議員選任・解任委員の選任について 
第７号議案  内部経理監査委員の選任について 

第８号議案  令和７年度定時評議員会の招集について 

承認 

令和７年６月２５日 

第１回 臨時理事会 
７名 

第１号議案  理事長の互選について 
第２号議案  理事長の報酬額について 
第３号議案  令和７年度第１回臨時評議員会の招集について 

承認 

令和７年１２月１０日 

第２回 通常理事会 
７名 

第１号議案  役員等退職慰労金支給について 
第２号議案  令和７年度第２次補正予算（案）について 

第３号議案  令和７年度第２回臨時評議員会の招集について 

承認 

令和８年３月１８日 

第３回 通常理事会 
７名 

第１号議案  定款の一部改正について 

第２号議案  組織管理規則の一部改正について 

第３号議案  太陽とみどりの里外国人留学生奨学金貸与規程の制定について 

第４号議案  就業規則の一部改正について 

第５号議案  給与規程の一部改正について 

第６号議案  経理規程の一部改正について 

第７号議案  経理規程細則の一部改正について 

第８号議案  令和７年度第３次補正予算（案）について 

第９号議案  令和８年度事業計画（案）及び資金収支予算（案）について 
第１０号議案 役員等賠償責任保険契約について 
第１１号議案 主要人事について 

第１２号議案 令和７年度第３回臨時評議員会の招集について 

承認 



 

〇評議員会に関する事項 

開催日 出席数 議案等 結果 

令和７年６月２５日 

定時評議員会 
９名 

第１号議案  役員・評議員等の報酬並びに費用弁償に関する規程の一部改正について 

第２号議案  役員等退職慰労金支給について 

第３号議案  令和６年度事業報告及び計算書類、財産目録の承認並びに監事監査報告について 

第４号議案  令和７年度第１次補正予算（案）について 

第５号議案  新役員（理事・監事）の選任について 

承認 

令和７年６月２５日 

第１回 臨時評議員会 
９名 

第１号議案  理事長の報酬額について 
承認 

令和７年１２月１９日 

第２回 臨時評議員会 
１０名 

第１号議案  役員等退職慰労金支給について 

第２号議案  令和７年度第２次補正予算（案）について 
承認 

令和８年３月２７日 

第３回 臨時評議員会 
１１名 

第１号議案  定款の一部改正について 

第２号議案  組織管理規則の一部改正について 

第３号議案  太陽とみどりの里外国人留学生奨学金貸与規程の制定について 

第４号議案  就業規則の一部改正について 

第５号議案  令和７年度第３次補正予算（案）について 

第６号議案  令和８年度事業計画（案）及び資金収支予算（案）について 

承認 

 

〇監事監査に関する事項 

開催日 出席数 議案等 

令和７年５月２７日 ２名 
１） 令和６年度事業及び決算監査 

２） 理事の業務執行状況 

令和７年１１月１３日 ２名 
１） 令和７年度中間事業及び中間会計監査 

２） 理事の業務執行状況 

 

○内部経理監査に関する事項 

開催日 出席数 議案等 

令和７年１０月２０日 ２名 １）経理・会計処理等について実施 

 



事業所名　　　尼　子　苑

項  目 事　業　計　画 実　施　状　況

重点目標

①入所者一人ひとりの人権を尊重し個々の思いやニーズが
実現できるよう支援しサービスの質の向上につなげる。

②職員の資質向上と専門的知識習得のため研修等に積極的
に参加し資格取得に取り組む。
③実習生やボランティア等の受け入れを積極的に行い地域
交流につなげる。

④関係機関等との連携を密に行い信頼関係を深める。

〇家族との面会や外部との交流が制限される中で、個々のニーズ
に寄り添いながら楽しみのある生活を支援し、笑顔で過ごしていた
だけるよう対応に努めた。
〇介護職員初任者研修に２名、介護福祉士実務者研修に２名がそ
れぞれ受講した。また、介護福祉士国家試験に２名が合格した。
〇大阪健康福祉短大の介護実習生については３名を受け入れた
が、新型コロナウイルス感染症予防のため研修医や中高生の体験
学習及びボランティアの受け入れは見送った。
○安来圏域老人福祉施設協議会主催の研修会参加や施設長会議
での意見交換をはじめ、その他、老人保健施設・介護医療院・療養
型医療施設・居宅介護支援事業所・養護老人ホーム等とは電話連
絡を中心に業務等の情報交換を行った。

サービス目標

①ICT器具や見守り機具導入により働きやすい職場環境つく
りを検討し限られた人員の中で質の高いサービスに繋げるよ
う取り組む。

②入所者の健康状態を把握し異常の早期発見・早期治療に
努め、新型コロナウイルス等感染症を予防し研修及び訓練を
徹底する。

③バイキングやセレクト食・誕生食など選んで食べる機会を
増やし、食べる楽しみを満喫できるよう努める。

④事故の防止及び適切な緊急対応を行い安全に安心して生
活できる快適な場の提供に努める。
⑤口腔ケアをしっかり行い誤嚥性肺炎など感染症の予防に
努める。

〇介護テクノロジーの導入に欠かせない通信環境を整えるためWi-
Fiを設置した。また、Wi-Fを利用したインカムを導入し職員相互の
連絡等がリアルタイムで勤務者全員に伝わるなど情報伝達機能の
改善を図った。
〇地域行事への参加、自宅のへの外出やドライブなどは、感染症
対策に留意しながら実施した。家族等の面会制限もあり、入所者
個々への精神的サポートに努めた。
〇入所者の健康状態を観察し主治医との連携を図り、病状の悪化
防止に努めた。感染症拡大防止のため、手指消毒・手すり・ベッド
周囲の消毒・換気などを行い感染予防に努めた。
○毎月定期的にバイキングやセレクト食を提供し、食事に楽しみを
持ってもらえるように工夫した。誕生月のお祝い御膳の献立は誕生
者の希望を全て取り入れて提供し喜んで頂けた。
〇インシデント及びアクシデント報告等の共有と事象の検証や意見
交換等を職場や職員会等の場で実施し再発防止に努めた。
〇アイスマッサージの実施や毎食後の口腔ケア等の口腔機能維持
活動を実施し健康管理に努めた。

令和７年度　事業報告書



項  目 事　業　計　画 実　施　状　況

サービス目標

⑥苑内外の研修に積極的に参加し知識を深め現場に活か
す。また、資格取得及び認定の取得に取り組む。

⑦協力病院や各関係機関との連携を密に行い信頼関係を深
める。

○定期的に月１回の苑内研修を開催し、身体拘束・虐待・感染症・
認知症ケア・事例検討会を行い必要なスキルや知識の習得を図っ
た。実務者研修2名参加、初任者研修2名参加。
○健康状態を観察し、主治医との連携を図り、病状の悪化防止に
努めた。

能力開発目標

①職員間のコミュニケーションやチームワークを築き、気持ち
いい挨拶とさわやかな笑顔で明るい職場つくりに努める。
②認知症　看取り　褥瘡　スキンケア　感染症　虐待　事故防
止　口腔ケア研修など積極的に参加し自己研鑽に務め、全職
員が各々の立場で役割を認識し能力の向上を図る。

③事故報告やインシデント報告等の活用により事故の状況把
握・分析・検証を行い再発防止能力の向上を図る。

○入所者の健康状態を看護と介護で情報共有しながら適切なケア
を行い円滑に業務を進めるように努めた。
〇認知症・虐待・苦情解決・成年後見制度・介護職員初任者研修・
感染症・人権・緊急時の対応・身体拘束・虐待・認知症・介護技術な
ど介護職員としての専門性や人権・差別などについてリモート研修
を活用したり苑内研修にて知識を高めた。また、各ケア検討チーム
を中心に定期的に話し合いを行いサービスの質の向上に繋げた。
○インシデント報告書を積極的に記入できるよう、職員会議や日々
のミーティングを利用して「気づき」について意識を高めるよう努力
した。

地域目標

①感染対策を継続し可能な限り保育園との交流や実習生、
ボランティアなどを受け入れ地域との関係を保つ。
②ショートステイの受け入れを積極的に行い在宅支援につな
げる。

〇新型コロナウイルス感染症拡大防止のため保育園との交流やボ
ランティア等の受け入れは中止した。
〇感染症対策をしっかり行いショートステイの受け入れし在宅生活
継続へと繋げた。

業務目標

①長期入所については定員82名。稼働率98％を目標とする。
②短期入所については定員8名。稼働率75％以上を目標とす
る。

〇長期入所　（実績）　年間延：28,436人　稼働率：95.00％
○短期入所　（実績）　年間延：1,154人　稼働率：39.60％



事業所名　　尼　子　苑
１． 年間行事 ３．入退所状況

月
４月
５月
６月
７月
８月
９月

１０月
１１月 ４．入所者数　（Ｒ８.３.３１現在　要介護度別）
１２月

１月 介護度 要介護１
２月
３月

２．研修 ５．短期入所利用者状況

　　・介護職員初任者研修 月
　　・リスクマネジメント研修 ４月

　・身体拘束廃止について 　　・実務者研修・講習 ５月
　・虐待防止について 　　・高齢者虐待防止対策研修会 ６月
　・事故防止について　事例検討 　　・訪問調査モバイル操作研修会 ７月
　・感染症予防について 　　・生産性向上研修会 ８月

感染対策　　食中毒予防　ノロウイルス 　　・原子力災害時の避難対策研修会 ９月
コロナウイルス感染予防対策 　　・県老施協研修大会 １０月
インフルエンザ感染予防対策 １１月

　・救急救命について １２月
心肺蘇生　救急対応 １月

　・BCP訓練 ２月
　・防災研修　 ３月

合計

① 虐待防止について
　　　身体拘束への理解
　　　本人の意思の尊重

② 感染対策研修
　　　高齢者をどう守るか

③ 健康な体づくりの為の食生活
　　　効果的な食生活

④ 高齢者虐待の防止に係わる研修
⑤ 認知症ケア研修

　　　事例検討　　ＢＰＳＤ対応
⑥

　・認知症研修
　　　　個別ケアの工夫
　・復命研修

排泄ケアについて

２５名

            ９１ ４０．６３
            ８７ ３５．０８

　　　　土砂崩れ　夜間火災　備蓄品      １，１５４ ３９．６０

          １１８ ４９．１７
            ９５ ３８．３１
          １００ ４０．３２

            １９   ７．６６
            ４５ １８．７５
            ７５ ３０．２４

          １３３ ５３．６３
          １２２ ５０．８３
          １０８ ４３．５５

　・事業計画　事務分掌について 延べ人数 稼働率（％）
　・倫理　法令遵守について           １６１ ６７．０８

　　外出支援　　　 はしまチャレンジ：ミートスパゲティー　ツナじゃが　
　※その他、お祝い膳は月１回、バイキング、セレクト食は毎月定期的に実施した。
　　外泊は家族対応にて２名、外食は外出支援にて２名行った。

施　設　内　研　修 外　部　研　修

合計
　　節分/そば打ち はしまチャレンジ：炊き込みご飯　高菜煮物

人数 ０名 １名 ２６名 ３１名 ２０名 ７８名

　　とんどさん/餅つき　 はしまﾁｬﾚﾝｼﾞ：大根漬物 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５

　　運動会/苑周辺散歩 はしまﾁｬﾚﾝｼﾞ：芋つる煮物　にゅうめん　
　　収穫祭/ドライブ はしまﾁｬﾚﾝｼﾞ：さつま芋味噌汁　さつま芋ご飯　
　　餅つき　　 はしまチャレンジ：炊き込みご飯　高菜煮物　　　

　　夏祭り はしまチャレンジ：南瓜酢の物　そうめん　お好み焼き 退所者数
　　そうめん流 はしまﾁｬﾚﾝｼﾞ：なす煮物　きゅうり漬け　南瓜味噌汁
　　尼子苑敬老会 はしまﾁｬﾚﾝｼﾞ：ポテトサラダ　なす味噌汁

その他
　　ぼた餅作り/菖蒲湯 はしまﾁｬﾚﾝｼﾞ：赤飯　玉ねぎ味噌汁 入所前の状況 　５名 ７名 ８名 １名
　　鉄板焼き　 はしまﾁｬﾚﾝｼﾞ：ちらし寿司　キャベツサラダ　 （参考） 自　　宅 施　　設 病　　院

令和７年度　事 業 報 告 資 料

行　事　内　容
　　苑周辺散歩 はしまチャレンジ：たけのこ煮物　ふき煮物　豆ご飯 入所者数 ２１名



事業所名　太陽デイサービス

サービス目標

・ご家族や介護支援専門員、また関連事業所との連携を密接に行
い、身体の状態や生活環境の変化など柔軟に対応する。
・ご利用者の希望を取り入れ、楽しみや生活意欲の向上につながる
事業所を目指す。

・状況報告書だけでなく、変調みられるときには適時担当介護支援専門
員へ状況報告を行い早期対応を働きかけた。
・在宅で利用者の状態変化や家族の困りごとなど実情を把握するととも
に介護支援専門員等と連携を取り、デイサービスとして出来ることを思考
しながら利用者の在宅生活継続の一助となる事業所を目指した。

業務目標

・1日平均18名、稼働率81.8％を目指す。
・居宅支援事業所へ利用者状況・デイサービス空き情報などの連絡
を密接に行い、新規利用者の獲得につながるよう信頼関係の構築に
努める。
・働きやすい職場環境を構築し、離職を防ぐことで、安定した人員の
配置が継続でき、ご利用者に安心して通っていただける場を提供す
る。
・業務効率を改善し、コストの軽減を適宜行う。

・登録利用者の一日の平均が20名前後であったが、ショート利用や施設
入所（独居利用者）、当日キャンセル、入院（特に冬季）、コロナによる休
業等あり１日の平均利用者は15.5名、稼働率69.80％で目標に達しなかっ
た。
・利用者や介護者の希望を取り入れ、追加の利用や振り替え利用、利用
日の変更等柔軟な対応し、実績向上につながるようにした。
＊新規利用者14名
・月に１回職員会議を開催し、業務内容について意見交換をし、働きやす
い職場環境の構築に努めた。離職者はいなかった。
・物品の割安な代替品への変更、業務の整理、役割の見直しによる超勤
時間の軽減、事務所未使用時の消灯、空調温度の調整等コストを意識
するよう努めた。

能力開発目標

地域目標

・オンライン等を含めた外部研修への参加。

・地域の交流センターとの交流を継続し、情報発信の場を持つ。

・下山佐交流センターでの利用者作品展示の場所を提供してもらい、定
期的に作品の入れ替えを行った。また、定期的に地元や市外のボラン
ティアを招き演芸を披露していただき交流を促進した。
・夏休みの職場体験で中学生２名の受け入れを行った。

・外部研修及びZOOMを活用したリモート受講研修に参加した。合わせて
内部研修も必須研修をはじめ必要な知識や技術、災害等の内容を企画
し適宜、実施して職員の資質向上と研修の充実を図った。

令和７年度　　事業報告書

重点目標
・在宅での生活が継続して行えるよう支援を行うことで、ご利用者の心
身の安定につながり、事業としての稼働率の安定を図る。

・在宅生活の維持、継続が出来るよう、歩行や入浴、口腔ケア等見守り、
支援をしながらご自身で出来ることを可能な限り行ってもらい、在宅生活
に視点をおいたサービス提供を行った。また、包括や居宅支援事業所へ
の状況報告時には事業所へ持参し、担当利用者の近況について直接報
告を行い、利用者の心身状況を共有できるよう心掛けた。

項目 事業計画 実施状況



＜資料１＞

　　　各種行事・外出支援について

４月 １０月

５月 １１月

６月 １２月

７月 １月

８月 ２月

９月 ３月

＜資料２＞

　　　研修参加状況(オンライン研修を含む）

合計

4

7

＜資料３＞

　　　利用実績表

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月 Ｒ７平均 Ｒ６平均

371 446 432 450 444 432 446 365 358 315 320 377 396.3 454.3

15.5 16.5 17.3 16.7 17.1 16.6 16.5 14.6 13.7 13.1 13.3 14.5 15.5 17.6

64.86% 75.08% 78.55% 75.76% 77.62% 75.52% 75.08% 66.36% 62.59% 59.66% 60.61% 65.91% 69.80% 65.21%

コロナ感染あり自粛 運動会

王陵の丘つつぎ花見外出 町内紅葉見物外出

清水寺あじさい花見外出 クリスマス会

ふれあい書道展出品
ボランティア「飛越の舞」による余興

新年会

七夕イベント
節分豆まき
伯太白鳥見物外出

敬老会(ボランティア「池田会」余興）
塗り絵コンクール応募

広瀬ひな祭り見物外出

　　　　＊主な研修内容

区分 介護職員 看護職員 生活相談員 管理者

常勤職員 1 1 1 1

非常勤職員 5 2

平均利用者数

稼働率

外部研修：「デイサービス部会研修」「「レクレーションを学ぶ」研修会」「安全運転管理者等講習」「高齢者虐待防止研修」

内部研修：「接遇研修」「入浴介助研修」「食中毒防止研修」「感染症対策研修(シミュレーション含む)」
　　　　　　　「認知症研修」「BCP研修」「高齢者虐待防止研修」

区分＼月

Ｒ７延人数



項  目

・「笑顔あり・活気あり」一人一人の心身健康、身体機能維持ができ
るよう支援する。
・「その人らしく」安全で快適に在宅生活できるように支援する。

・笑顔や活気につながるよう、雰囲気作りや新たなメニュー作りを行った。
・安全に在宅生活が送れるよう、ご家族や担当ケアマネージャー、関係機関との
連携を図り、在宅での生活が継続できるよう支援を行った。

重点目標

令和７年度　事業報告書
事業所名　　　比田デイサービス

事　業　計　画 実　施　状　況

地域目標

業務目標
・目標利用率　稼働率83.33％
・利用者の必要に応じ受け入れ対応にて一日平均15名を目標とす
る。

・地域貢献活動の実施
・文化祭への作品展示。
・小学校、認定こども園へ雑巾の寄贈。

・1日平均利用者：13.2名    稼働率：72.90％
・令和6年度末から急激に利用者数が減少しており、令和7年度となっても、利用
者の数の回復とはなっておらず。冬季の施設入所者も増えており、昨年度以上
に落ち込みが激しい結果となっている。

・その時々に応じた対応が柔軟にできるよう、アセスメントの実施を継続的に
行った。
・事故の発生防止に努め、発生時に対しても原因を把握し、必要であればソフト
の面だけではなくハードの面からも対策を行った。

・個々の日常生活や身体状況に合わせたアセスメントの実施。
・事故防止の努め、安心・安全なサービス提供を行う。

サービス目標

能力開発目標
・目標を共有化し、どう行動すべきかチームとして貢献できるように
努める。
・ご家族様や関係機関との連携を図り、信頼関係の構築。

・「笑顔ありや活気あり」に対し、どのようにすればアプローチをすればよいのか
日々のミーテイングなどで検討しながら、チームとして取り組みに努めた。
・こまめに利用者家族や、担当ケアマネージャー等への連絡を行った。



資料①　

外出支援・各種行事

月 月

4月 10月

5月 11月

6月 12月

7月 1月

8月 2月

9月 3月

資料②　
研修報告

区分 介護職員 看護職員 生活相談員 管理者 合計

常勤職員 1 0 1 1 3
非常勤職員 0

☆ 主な研修内容     　　

内部研修：　　　　・感染予防対策研修　・介護技術基礎研修　・高齢者虐待防止研修

資料③　

利用実績表

区分＼月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
令和7年度

平均
令和6年度

平均
R7年度
延人数 378 377 358 381 366 353 376 348 324 268 255 280 338.7 390.2

平均利用者数 14.5 14.0 14.3 14.1 14.1 13.6 13.9 13.9 12.5 11.2 11.1 10.8 13.2 15.2

稼働率 80.77% 77.57% 79.56% 78.40% 78.21% 75.43% 77.37% 77.33% 69.23% 62.04% 59.03% 59.83% 72.90% 83.99%

倫理及び法令順守、入浴、感染予防、BCP、身体拘束、虐待防止、認知症

内容 内容

桜見学ドライブ 運動会、新聞教室

芝桜見学ドライブ 紅葉見学ドライブ

敬老会 火災予防について（比田消防署）

クリスマス会（大正琴ボランティア）

節分豆まき



項目 事業計画 実施状況

重点目標
利用者が望む場所で望む暮
らしができる

利用者の「いつまでも自宅で過ごしたい」との願いを叶えることが出来るよう機能訓練、口腔機能維持運
動を実施し、心身機能の維持に努めた。また、健康維持の観点から健康障害の発生を未然に防ぐことが
できるよう健康管理に努めた。

意思実現のため利用者の能
力を最大限に活かすことが
出来る

自宅で望む生活が出来るよう日常生活リハ、口腔機能維持活動に重点を置き、心身機能の維持、向上
に努めた。

医療と介護の連携・協働 多職種との連携・協働が図れるよう研修等を活用し、専門性の向上に努めた。

外部研修
オンライン研修を活用し、多くの職員が様々な研修に参加できるように努めた。
＊別紙資料１参照

内部研修 復命研修、内部研修を定期的に行い、質の向上に努めた。

資格取得 特になし

地域目標
地域貢献活動の実施
福祉教育の機会の提供

ひろせ保育園へ寄せ植えプランター、広瀬・布部・山佐小学校、広瀬中学校へ手作り雑巾を寄贈した。
広瀬中学校体験学習を通し福祉教育の場を提供した。
外部ボランティアの受入れはなかった。
＊別紙資料２参照

業務目標
1日平均20名
稼働率74.0％以上

〇1日平均利用者数18.8名(前年度19.1名）
〇平均稼働率69.41%（前年度70.64%）
R7年度職員が補充出来なかったためR6年度と同様一日の平均利用者数を22名で設定し、利用を受け
入れた。そのため1日の平均利用者数は18.8名にとどまった。また、12月にはコロナ感染者の急増により
2日間休業した。このことが年間稼働率を押し下げた。一方でケアマネから空き状況の問い合わせが月2
～3件程度あった。受け入れ態勢を整えることが出来れば、利用者数を増やすことが出来ると思われる。
＊別紙資料３参照

令和７年度  事業報告書

サービス目標

能力開発目標

事業所名　　　広瀬デイサービス　　　



＜資料１＞

研修参加状況（オンライン研修含む）

＊主な研修内容

認知症ケア研修、介護事故予防研修、倫理、法令遵守研修、BCP研修、虐待・身体拘束防止研修、感染症予防研修他

＜資料２＞

　地域交流、外出支援等について

＊川柳投稿：月刊デイ（年11回）、広瀬交流センター（年3回）

＜資料３＞

　利用実績表

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 R7年度平均 Ｒ6年度平均

481 461 455 519 474 498 537 498 419 459 474 512 482.3 491.8

18.5 17.1 18.2 19.2 18.2 19.2 19.9 19.9 16.8 19.1 19.8 19.7 18.8 19.1

68.52% 63.24% 67.41% 71.19% 67.52% 70.94% 73.66% 73.78% 59.69% 70.83% 73.15% 72.93% 69.41% 70.64%

11月

12月

介護職員

7

18

看護職員 歯科衛生士

5

5 1

生活相談員

7

平均利用者数

稼働率

区分

常勤職員

非常勤職員

9月

区分　＼　月

Ｒ7年度延人数

4月

5月

6月

7月

8月

管理者

3

合計

22

24

お楽しみ会

美術館巡り

紅葉狩り、ひろせ保育園プランター入替、布
部・山佐小学校、広瀬中学校雑巾寄贈

広瀬小学校雑巾寄贈
お楽しみ会

外出支援なし

節分、白鳥見物

ひろせ保育園プランター入替、桜花見

桜、チューリップ見物、えびす祭り、芝桜、つ
つじ見物

鯉のぼり、芝桜見物

笹巻作り、ひろせ保育園交流会・プランター
寄贈、ふれあい書道展出品

広瀬中学校体験学習、祇園祭神輿巡業

外出支援なし

1月

2月

3月

10月



項目 実施計画 実　施　状　況

・利用者の心身・生活状態や家族の支援状況変化に応じ、悪化防止や生活面の安全確保に努めた。

満足感の得られる
サービス対応

・事業所閉鎖に伴い、利用者・家族へ戸別訪問で説明と感謝の意をお伝した。今後のサービスへの不安や要望等
を傾聴、担当ケアマネ・事業所との連携をし、確実なサービス継続に努めた。

ヘルパー連絡会 ・週１回１２：３０～定期に実施。　　サービス内容確認・検討　　全員

外部研修 ・身体拘束・虐待防止研修

・県老施協研修発表大会（当事業所事例発表）

内部研修 ・感染症防止予防　　全員

地域との関り

目標利用率 ・延べ人数は目標に対し約４７％減の１,５５３人、収益は目標に対し約３５.５％減の７,７６３千円であった。

収益12,026千円

延べ人数2,952人 ・３月３１日の事業所閉鎖に伴い、全ての利用者を他のサービス提供事業所に移行を完了した。

収益向上の取り組み ・下半期は順次利用者の移行により延べ人数・収益共に減少した。

・利用者の状態も落ち着いており、民生委員・近隣者の協力支援を依頼するケースは無かったが、当事業所閉鎖
に伴い、山間地域の介護保険サービス不足への不安の声があり、今後こうした地域へのサービス提供が課題とな
る。

令和７年度　事業報告書

業務目標

サービス目標

重点目標

地域目標

能力開発目標

柔軟な受容と観察と
思考力

事業所名　太陽ヘルパーステーション（訪問介護）



項目 実施計画 実　施　状　況

意欲に働きかけ、継続

できる力への支援

自身の思いが表現でき

る対応と傾聴

ヘルパー連絡会 ・週１回１２：３０～ 定期に実施　　　サービス内容確認・検討　　全員

外部研修 ・身体拘束・虐待防止研修

内部研修 ・感染症予防防止　　全員

地域との関り

目標達成率 ・延べ人数は目標に対し５１％減の１４１人、収益は目標に対し約５９％減の７２９千円となった。

　収益１,781千円

　延べ人数288人 ・３月３１日の事業所閉鎖に伴い、全ての利用者を他のサービス提供事業所に移行を完了した。

収益向上の取り組み ・下半期は順次利用者の移行により延べ人数・収益共に減少した。

・家族や他者との希薄な人間関係の利用者でも、様々な思いの言葉に対し共感や励まし、意欲に働きかけ
や担当相談員へ伝えることで、利用者を前向きな方向へ促せている。状況により福祉課や社協にも支援協
力を得られ、利用者の生活環境改善となった。

・訪問が刺激や楽しみ安心感も得られ、生活リズムも作れる等、利用者の「出来る力」の維持となってい
る。

令和７年度　事業報告書

業務目標

重点目標

サービス目標

地域目標

能力開発目標

・民生委員・近隣者の協力支援を要すケースは無かったが、逆に自立支援利用者は地域との関りが乏しい
かと思われる。

・新規利用者受け入れ前、担当相談員に関りにある民生委員や就労事業所の情報提供を行い、サービス開
始後も、利用者が地域との良好な関係や民生委員の安心感も得られたケースもあった。

・当事業所閉鎖に伴い担当相談員の協力を得て、次の事業所移行や目標達成終了もあり、順調にサービス
移行することができた。

事業所名　太陽ヘルパーステーション（障がい者自立支援）



☆訪問介護（介護保険）☆

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 年間

214 216 198 194 153 137 122 69 70 56 64 60 1,553

身体介護
43 44 40 43 37 39 36 12 9 7 8 10 328

身体・生活
59 55 57 55 47 25 23 16 19 16 16 11 399

生活援助
15 16 16 12 15 17 12 5 6 4 8 7 133

訪問型独自
97 101 85 84 54 56 51 36 36 29 32 32 693

☆訪問介護（障害福祉サービス）☆

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 １月 ２月 ３月 年間

5 5 5 4 4 3 3 3 3 3 3 3 44

37 34 18 29 19 18 27 22 26 21 21 23 295

4 4 4 4 3 3 3 2 2 2 2 1 34

21 20 20 23 7 7 10 8 8 5 8 4 141

　　　　利用延回数

R7年度利用実人数

　　　　利用延回数

R7年度　太陽ヘルパーステーション利用者実績一覧表

月

延回数

　
内
　
訳

月

R6年度利用実人数

　　



事業所名　在宅介護支援センターひろせ

項   目 実　　　施　　　状　　　況

重点目標

・個別地域ケア会議に参加し、自立支援・重度化防止に向けたケアマネジメントの実践力及び資質向上に努めた。
・主任介護支援専門員連絡会に参加し、多職種とのネットワーク構築に向けて、協働して取り組む事が出来た。
・地域ケア会議を開催し、多職種において地域課題を共有し、解決に向けた意見集約を行う事が出来た。
・医療機関と連携し、入退院支援を行った。認知症疾患医療センターや安来市在宅医療支援センターが開催する勉強会に参
加し、情報共有やケアマネジメントの知識・実践力の向上に努めた。

・自己点検シートの活用や研修への参加により、知識・技術・倫理性の向上に努めた。
・行政・包括支援センターとの連携や研修への参加により、他法の知識・習得に努めた。
・医療機関と連携を図り、退院後のスムーズな在宅生活に繋げる事が出来た。

・11月1１日、広瀬中校区地域ケア会議開催。地域や家族・親族とのつながりの薄い高齢者の増加により、身元保証・身元引受
等や日常生活支援、死後事務等支援の体制作りに向けて「身寄り問題」の現状や課題について、必要な支援について検討を
行った。
・民生委員や地域住民より情報収集し、実態把握及び地域課題の把握に努めた。
・２４時間相談対応し、適切な情報提供や専門的な支援、包括支援センター等の関係機関との連携を図った。
・主任介護支援専門員連絡会に参加し、第1回7月2日アセスメント業務におけるポイント「高齢者の栄養アセスメントの現状と
課題」、第2回12月11日「精神疾患のある方や家族への支援」に向け、情報共有、多職種との連携・協働の推進を図った。

・行政との連携を図り、介護者へ介護予防に必要な知識の提供に努めた。

・包括支援センターの委託を受け、介護予防のための効果的な支援を行った。

・研修への参加等により、常に新たな知識の研鑽に努めた。

主任介護支援専門員更新研修 ēラーニング
集合研修：7月18日～20日、8月7・8日、8月26日～28日（8日間）　　　　　　　　　　                               2名

認定調査員研修 ēラーニング：9月16日～10月10日　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　全員

ケアマネジメント研修 5月21日、9月17日、11月19日：個別地域ケア会議（自立支援型ケアマネジメント会議）　　　　　　　　 　　　 2名
12月13日：ケアマネ協会研究大会（オンライン）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               1名
3月7日：安来市地域ケア推進会議　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　       1名

スキルアップ研修 5月23日、個別避難計画、ケアプランデータ連携　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　               　　　　  　　1名
7月23日、ケアプラン点検から見えた課題、自立支援に資するケアマネジメント　　　　　　　　　　　　　　　 　　2名
7月31日、終活セミナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                 　　　　　　　　　  　　1名
10月26日、認知症講演会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                　　　1名
11月6日、警察官に学ぶ護身術　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                   　　1名
11月7日、安来市重層的支援体制整備事業推進セミナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　1名
12月20日、障がい者施策、介護保険制度の政策動向　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　1名
1月14日、1月29日、高齢者虐待防止研修会　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         2名
2月27日、生産性向上セミナー（オンライン）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　  　2名
3月11日、地域の権利擁護支援体制づくりセミナー（オンライン）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　　 　 2名

令和７年度  事業報告書

サービス目標

能力開発目標

外
部
研
修

居宅介護支援事業

事　　業　　計　　画

総合相談支援事業

安来市地域支援事業

介護予防支援及び介護予防ケアマネジメント業務

要介護認定調査委託業務

①ケアマネジメントに必要な医療との連携・多職種
協同の実現に努める。
②総合相談支援における知識と技術を身につけ
る。



項   目 実　　　施　　　状　　　況事　　業　　計　　画

法人内研修 12月2日、腰痛研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　1名
12月15日、アンガーマネジメント研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   1名
3月11日、感染症対策予防シミュレーション　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   全員
・個別ケース会議（事例検討）、法令遵守　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   　　全員

復命研修 8月13日、「終活」に向けた遺産分割・遺言・相続登記について　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　3名
10月29日、認知症基本法の学び　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　　　　　　　　　　　　　　　　 　　全員
11月12日、重層的支援体制整備、護身術研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  　全員
12月17日、アンガーマネジメント研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             　 　全員
12月24日、障がい者施策の動向と社会参加・就労支援、介護保険制度改正の動向　　　　　　　　　　　　  　全員
2月18日、高齢者虐待防止研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　            　　　　　　　　　　　　　　　　　全員
3月4日、ICT活用による生産性向上セミナー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　           全員
3月18日、権利擁護研修　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　全員
・個別地域ケア会議や支援業務を通し、包括支援センター、行政、民生委員や地域住民との情報共有を行い、地
域課題を把握し、地域づくりに繋がる様に努めた。
・サロンへの参加はなし。

6月30日、7月24日、高齢者虐待防止対策協議会へ参加し、情報共有や多職種連携を図った。

〇介護給付
（月158件、居宅支援費Ⅰ：120件、居宅支援費Ⅱ：38件目標）
・月平均：128件、居宅支援費Ⅰ：100件、居宅支援費Ⅱ：28件
〇介護予防給付費（月31件目標）
・月平均：31件
〇初回加算：46件
〇入院時情報連携加算・退院退所加算の算定
・入院時情報連携加算Ⅰ：延べ49件、Ⅱ：延べ21件
・退院退所加算Ⅰ1：延べ1件、Ⅰ2延べ2件
・退院退所加算Ⅱ1：延べ7件、Ⅱ2延べ3件
・退院退所加算Ⅲ：延べ1件
・通院時情報連携加算：延べ3件
〇特定事業所加算Ⅱを継続して算定
・介護支援専門員実務研修：1名受け入れ

・入院時情報連携加算、退院退所加算、他加算について、確実に算定出来る様に務めた。
・特定事業所加算Ⅱを継続して算定出来るよう、毎週水曜日に定例会を開催し、利用者の情報共有・状況把握、事
業所の資質向上に努める等、加算に係る基準の遵守を行い、減算防止に努めた。
・医療機関や包括支援センターとの連携を図り、新規利用者、困難事例の受け入れに努めた。

地域目標

業務目標

能力開発目標

内
部
研
修

地域課題の把握、地域づくり

高齢者虐待防止協議会実務者会議

目標利用率

収益向上の取組み
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認知症（疑い含）

状況（実態）把握

介保制度（申請・サービス含）

福祉用具･住宅改修

虐待（疑い含）

生活困窮

金銭問題（滞納・未納・債務含）

困難事例

ケアマネ支援

成年後見制度

権利侵害（金銭搾取・消費者被…

家族不和

社会的孤立（引きこもり含）

地域とのトラブル

障がい・難病

8050･20（ダブルケア含）
ヤングケアラー

介護疲れ

介護と仕事・介護離職

住居確保・住み替え

ごみ屋敷

施設入所支援

入退院支援

受診支援（同行含）

ギャンブル・薬物（依存症含）

アルコール(依存症含)
移動・交通（免許返納含）

就労支援

苦情関連

その他

3. 相談種別
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本人

家族・親族

ケアマネジャー

行政機関

医療機関

民生児童委員

包括支援センター

近隣住民・知人

警察

介護事業所

その他関係機関

4. 相談経路別区分

65～74歳まで

75～84歳まで85歳～

5. 年齢別件数



事業所名　グループホームなごみ

項目 事業計画 実施状況

・その人らしさを忘れることなく生活が出来るように ・役割分担をしながら、その方にあった「声かけ」や「介助」等を見極めながら支援を行った。

支援する。

・個人の思いを尊重し、「やりたいこと」「出来ること」・個人の「出来ること」「支援が必要なこと」を考えながら生活の支援を行った。

等を継続して支援する。

・健康状態を把握し、主治医との連携を図り異常の早期 ・健康観察を行い、体調不良時は主治医に上申し、異常の早期発見に努めた。

発見に努める。

・外出支援や季節行事を行い、活気と笑顔のある生活 ・ドライブ・外出支援・季節行事等で気分転換をしていただいた。１０月にとっとり花回廊に遠足支援を

を支援する。 行った。

・訪問診療との連携を図り看取り介護について支援を行 ・看取り支援はなかった。

う。

・研修等に参加して自己研鑽に努める。 ・外部研修に参加、内部研修を行い、資質向上に繋げた。初任者研修の資格取得（１名）

・危険予知トレーニングを行い、気づきの力をつける。 ・前年度よりヒヤリハット数は減ったが、アクシデント数が増えた。特に転倒が多かった。

（令和６年度ヒヤリハット２７件、アクシデント２６件（内１４件）、令和７年度ヒヤリハット２４件、

　アクシデント３５件（内転倒２０件））

・目標を理解し、どう行動するべきか自分自身で考えて ・判断に困った時や問題点等をミーティングや職員会等を利用し意見交換を行い支援に繋げた。

行動する。

・状況をみながらボランティア・実習生を受け入れる。 ・大正琴ボランティア、広瀬中学校の生徒１名の実習を受け入れた。

・町内（八幡町自治会）の方との関係を継続する。 ・八幡町の「とんどさん」や八幡町が主催された地震体験に参加し交流を行った。

・目標利用率　９８％ ・稼働率９３．１４％

・長期入院や退所後の入居希望者がいない空床期間があり、目標に達しなかった。
業務目標

令和７年度　事業報告書

地域目標

能力開発目標

サービス目標

重点目標



・入所状況（令和８年3月31日現在） ・退所者数・理由

要支援２要介護１要介護２要介護３要介護４要介護５ 合計 病院　　　６名

0 9 6 3 0 0 １８名

・入居者の外出一覧・地域との交流行事 ・入院

月 ４月 １名（体調不良）

4月 ５月 １名（体調不良）

5月 ６月 １名（体調不良）

７月 １名（体調不良）

玉峯山荘・プラーナ他安来方面へ外出支援

7月 ９月 ２名（体調不良）

8月 １０月 １名（体調不良）

9月 １１月 １名（体調不良）

10月 １月 １名２回（体調不良）

１１月 ２月 １名

サクラキャンパスへ外出支援

１月

２月

３月

誕生会

ご近所散策

なごみ食提供

・研修報告

＊主な研修内容 ＊内部研修

・高齢者虐待防止対策研修 ・高齢者虐待防止研修

・認知症対応力向上研修 ・身体拘束等の適正化研修 ・原子力災害時の避難対策

・多職種連携のための意見交換会 ・リスクマネジメント研修 ・認知症対応力向上研修

・初任者研修 ・感染症対策研修 ・多職種連携のための意見交換会

・腰痛研修 ・食中毒予防研修 ・腰痛研修

・護身術 ・アンガーマネージメント研修 ・危険予知研修

美容院へ外出支援

6月

12月

内　　容

花見ピクニック・花見（桜・チューリップ・菜の花・水仙・芝桜）

花見（つつじ・芝桜）・八雲こいのぼり見・プラーナへ外出支援

笹巻作り・サクラキャンパスへ外出支援・花見（百合・あじさい）

広瀬中学校職場体験学習・運動会・祇園祭神輿巡行

防災訓練（自治会立ち会い）

・ＢＣＰ研修

敬老会・オレンジフェスタへ外出支援

花見（コスモス）・遠足（とっとり花回廊）

紅葉見・大正琴ボランティア・白鳥見・サクラキャンパスへ外出支援

美容院へ外出支援・八幡町自治会地震体験に参加・クリスマス会

新年会・初詣・とんどさん

節分・白鳥見・そば打ち・大正琴ボランティア



 

 

事業報告の附属明細書 

 

 

 

令和 7年度事業報告の内容を補足する重要な事項がないため、事業報告の附属明細書は作成していない。 

 

社会福祉法人 太陽とみどりの里 

 

 




